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	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


シンポジウム：｢障害者を雇用する企業にその取り組みを聞く｣　

　

　１．株式会社　スーパーストア　金木タウンセンター店　　　　　鮮魚部門チーフ　　米谷　　稔　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョブコーチ　　　工藤　真理子氏

　　《ケースの概要と支援経過》　　～　工藤ジョブコーチ　～

ケースの概要：

　Ａさん　　知的障害　Ｂ　　　２０代　　男性

養護学校在学中に青森障害者職業センターにて職業準備訓練を実施、その後養護学校の職場実習で他店の鮮魚部門での実習を経験、その後当店での職場実習を実施。

当店鮮魚部門での就職を希望し、採用となる。養護学校卒業後、ジョブコーチ支援事業を利用することとなり雇用前実習からジョブコーチ支援を開始する。

支援経過：

　　　　　　　鮮魚部門は魚の種類や用途に応じた用具の準備、並べ方、（盛り付け方）、トレーの種類などがとても多く、一度に覚えることは無理なので毎日１つずつ作業内容を増やすようにした。盛り付け方で「平行」と「交互」の理解が難しく、並べ方の写真を本人の作業場所のそばに貼り確認するようにした。

パックの種類を見分ける際、漢字が苦手だったのでひらがなで「だい」「ちゅう」「しょう」と見やすく貼りだした。

※作業を覚えるのに時間はかかったが、Ａさんがまじめで素直な性格であったことが幸いして、現場でのサポート体制（ナチュラルサポート）が形成された。

　　《事業所の取り組み、感想、支援者に求めることなど》　　～　米谷チーフ　～

事業所の概要：

食品関係を中心に３店舗展開しており、知的障害者の雇用は他部門ではあったが、鮮魚部門では初めてだった。鮮魚部門は社員２名、他パートを含め１２～１３名。８～１０名が出勤。

事業所の取り組み：

鮮魚部門での受け入れは初めてだったので、ジョブコーチ支援を３ヶ月実施することにした。①トレーへの盛り付け方が多種多様なため、毎日１つずつ新しいものを行い徐々に覚えても

らうようにした。

②盛り付けの「平行」と「交互」の理解ができず、ジョブコーチの助言により作業場所に写真を貼り、指示の際に確認してもらうようにした。

③数字が苦手でハカリを使う作業が苦手で、作業するうちに量目が変わってくるため、何度かチャレンジするがうまくできず、その作業は別の人にやってもらっている。

④支援開始１ヵ月後に、足の痛みを訴え病院受診、疲労による足首関節の痛みとのことで、本人も疲労感があるようだったため、１週間休ませる。そのまま辞めるのではないかとも考えたが、その後何事もなかったように出勤し、現在までに風邪で２回、２ヵ月後にカッターで手首を切り１週間休んだ以外は休んでいない。

※在学中の職場実習が終了し、しばらくしたら店長よりＡさんの雇用について話があり、受け入れの際は期限がある実習とは違い、鮮魚部門では初めて知的障害者を受け入れたが、何からどう指導すればよいのか、どう接すればよいのかわからずジョブコーチからいろいろな助言を受けたことでわりとスムーズに本人を現場が受け入れられたと思う。

また、ジョブコーチがＡさんの心の拠り所となり、Ａさんが仕事を覚えたり、職場に慣れるまでのサポートが大切だったと思う。

　２．有限会社　ローズリー資源　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　　田中　義信　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョブコーチ　　　奥山　　茂　氏

　　《ケースの概要と支援経過》　　～　奥山ジョブコーチ　～

ケースの概要：

　Ｋさん　　知的障害　Ｂ　　　２０代　　男性　　　既婚

倉庫作業員、調理補助、土木作業員などに従事。

平成１６年３月に入社。

作業内容：

　　　　　　　アルミ缶のプレス品を台にワイヤーで結束し固定する。

その固定したものをフォークリフトで所定の場所へ積み上げる。

ユンボで鉄くずを入れたかごを運び出し、空になったかごを持ってくる。

町内のゴミの収集、資源ごみの回収。

→ゴミの収集に同行する。天気が悪いと大変である。ゴミ袋の中身を確認し、分別できていないもの、指定ゴミ袋を使用していないもの、事業所のゴミは収集できないので、シールを貼って残してくるため、手間がかかり、内容を理解していないとできない。

※Ｋさんの職場ではＫさんが障害者だからと甘やかさなかったという所で、現場に恵まれていたと思われる。また、Ｋさんには家族があり、家族を養うという目的のためにがんばっている。作業が大変でも苦労を厭わない姿勢が良いと思われる。

　　《事業所の取り組み、感想、支援者に求めることなど》　　～　田中社長　～

事業所の概要：

産業廃棄物の処理、リサイクル業。収集したゴミを分別し、資源としてリサイクルする。

敷地は４反歩、１２００坪。社名の由来は、「ローズ」とは中国語で廃棄物を、「リ」はリサイクルの意味であるが、「ローズリ」より「ローズリー」と語尾を伸ばした方がよい感じがしたのでそう決めた。

事業所の取り組み：

障害者との関わりは、①資源の買取先（秋田県鹿角市）で知的障害者を雇用していた、②町内会に知的障害者の就労支援をしている人がいてその人に話を聞いていた、③求人を出した際に、ハローワークの方からジョブコーチ支援制度の紹介をされたという３点があげれられる。

職務内容は力仕事が多いが、障害者だからと特別扱いしないようにスタッフに言っている。まずは体が丈夫であることが必須。Ｋさんはこれまでに風邪で１度欠勤しただけである。また、汚れる作業が多いのでそれを嫌がらないで出来る人であること。廃プラスチックの処理業務が増えてきており、今後ますます増えそうである。家電品はバラバラにして再利用する産業用帰化を行っている。パソコンなどの電子機器類の手バラシ（解体）を今後は増やしていきたい。あまりＫさんにつききりとならず、ある程度本人に考えさせるようにすることが大切。

※ジョブコーチ支援を行うことで、不安が解消されたと思われる。入社した以上は長く働いてほしいと思っており、その際、昇給もしていかなければならないが、経済的な面での継続的な支援策の整備を急いでほしい

　３．社会福祉法人　天寿園会　　　　　　　　　　　　　　　　　マネージャー　　　工藤　美智子　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョブコーチ　　　塗谷　はるみ　氏

　　《ケースの概要と支援経過》　　～　塗谷ジョブコーチ　～

ケースの概要：

　Sさん　　知的障害　Ｂ　　　１０代　　女性　　　てんかんの既往あり

養護学校在学中に天寿園特別養護老人ホームで実習を行い、採用となる。

１２月より事業所、ハローワーク、障害者職業センターで職リハ計画を立てる。

平成１６年４月に入社と同時にジョブコーチ支援を開始する。

作業内容：

　　　　　　　午前の作業内容は曜日によって違う。

月・火→掃除、水→RP、金・土→シーツ交換

午後の作業は毎日同じ内容を行う。

→グループホームの掃除、洗濯たたみ、掃除機掛け、ベッド柵直し、モップ掛け、カーテン止め、シーツを分類し業者用のかごに分けて入れる。

※Sさんの作業が抜けていてジョブコーチに注意され、ふてくされることがあった。

　作業のペースが落ちたり、老人と親しくなりすぎて距離間が取れなくなり、１０月より２回目の支援を行う。

　　《事業所の取り組み、感想、支援者に求めることなど》　　～　工藤マネージャー　～

事業所の概要：

特別養護老人ホーム、痴呆性高齢者のグループホームを経営する社会福祉法人

事業所の取り組み：

障害者１～２名の雇用を打診され、雇用を検討していた。Ｓさんが２年の時に、母親が施設に飛び込みで実習させてほしいと申し込んでくる。事業所としては障害者を受け入れたことがなかったが、受け入れを決定、社会福祉法人だから、大丈夫だろうとタカをくくっていた。Sさんは別の施設でも実習を行っておりおむつ交換などをしたが、数字が苦手でストレスとなることがあったとのことだったので業務内容を検討し、グループホームで実習を行うこととした。業務内容としては入所者の話し相手をしてもらうこととした。

３年になり、養護学校の先生から、雇用を前提としての実習を依頼された。雇用についてはSさんを障害者扱いせず、８時間雇用で月給制にしたかったが、制度上できないとのことであった。業務内容も再検討し、現在の業務になった。

雇用にあたり、地域のハローワークからジョブコーチ支援制度について説明があり、派遣を依頼した。入社の際、スタッフにSさんが障害者であることを伝えずに、他の新人職員と同等に扱ったが、Sさんがマイナス思考で、Sさんは一度挨拶した職員でもすれ違うたびに挨拶したが、挨拶が返ってこないと嫌われたと捉え、スタッフが対応に困ってしまった。また、気になるスタッフに対し気を引こうとして訴えたりした。

知的障害のある高齢者が入所していたが、その人と親しくなり過ぎ、じゃれあったり、小突きあうなどの行為があり、周囲から見ていて入所者を虐待しているようにとられかねないような程にエスカレートした。

養護学校から寮生活をしていて、学生生活の延長という感覚で、社会人という感覚がないため、彼氏に会いたいので仕事を休みたいということがあった。

同期入社の職員間を含め、職員がSさんを特別扱いしてはいけないとSさんが話してくるのに付き合ううちに、Sさんとの適度な距離間が保てなくなり、Sさんが職員に依存的となる。職員から、そのことが負担であるという意見が出てくる。Sさんの携帯料金が３万円を超えたため、母親から携帯電話の使用にストップがかかる。
※障害者を受け入れてみて、一言「大変だった」というのが実感。自分たちは福祉関係の仕事をしているから障害者を受け入れても大丈夫、出来るとタカをくくっていた。Sさんの障害の程度は軽く知的レベルは高い方だったので、職員が見ている所ではよくやるが、見ていないとやらない。見守っていたスタッフがフォローしていた。現在産休中で来年１月復帰予定である。現在は現場スタッフと本人とはうまく距離間が取れているが、Sさんは寂しい様子。産休中のスタッフが職場復帰した際、Sさんのターゲットになり、依存的となるのではないかと危惧している。

　採用にあたり、養護学校や寮生活をしている場合、パーソナリティや生活面に関する情報がほしい。その得られた情報を元に、本人に関わりのある人達と手を組んで支援を進めていきたい。

【質疑応答・意見交換】

　・養護学校で就職前に指導してほしいことは何か？また要望は？

・現時点での課題や今後の課題は何か？

スーパーストア金木店　米谷チーフ

Aさんは数字に弱く計量作業がうまく出来ない。職場によっては計量が必須であり、それが出

来ないと就職が難しいと思われるので、ハカリの見方、、使い方についての指導をしてほしい。

要望は特にない。

現時点での課題は特にない。今後については、後から入った人に自分の作業を教えられるか、

仕事に慣れてきた時に手抜きをしないか、という心配はある。店舗には１５０名のスタッフが

いて、パート従業員がほとんどで、４０代、５０代の女性が多く、自分よりもAさんとの接し

方がうまく任せている。

・現場のサポート体制はどうなっているのか？

・上司より作業効率を求められることはないか？

スーパーストア金木店　米谷チーフ

鮮魚部門は１２～１３名で、常時８～１０名が勤務。社員が１名、チーフの下にアシスタントチーフがいて、どちらかが出勤するようにしている。前日に作業指示書を作成し、勤務者は当日の指示書を見て確認して作業を行い、印鑑を押している。

Aさんを受け入れる時、店長に一人と考えないでほしいと伝えた。特にAさんへのノルマ（時間設定のようなもの）はなく、作業指示書を見て他の従業員と一緒に作業を進めている。計量はどうしてもうまく出来ないので、計量以外の作業をしてもらっている。

　・施設の規模は？

　・知的障害者の職域は？

天寿園会　工藤マネージャー

特別養護老人ホームは入所者５０名、ショートステイ２０名。グループホームは②ユニット、

１８名が入所している。

職域としては現在Sさんがしているような業務になると思われる。身体介護は事故があった場合、施設側が敗訴するので従事させられない。記録に関しては数字が理解できるようであれば可能と思われる。

　・従業員に対する障害者雇用への教育は？

　・雇用していて問題が発生した時に従業員はどう感じたのか？

　　　　天寿園会　工藤マネージャー

　　　　　　従業員への教育は特に行わなかった。今になって考えると、知的障害者への接し方等の教育を

　　　　　　しっかりと行うべきであったと思う。

　　　　　　従業員はSさんは障害者だし、自分の対応が悪かったからだと自分に非があると思うことが多

かったようだ。

　・知的障害者以外の障害者、例えば精神障害者の実習受け入れはどうか？

・精神障害者は法定雇用率に算定されないがそれでも希望者がいれば雇用するのか？

　　　天寿園会　工藤マネージャー

　　　　　身体障害者であれば、出来る作業を見つけて、出来るものをやってもらう。

　　　　　精神障害者の場合、以前に受け入れたことがあったが、対人面がうまく行かず退職する。本人

が就職した時には精神疾患があるとは知らずに雇用、対人面に問題が生じ精神科を受診したと

ころ、精神疾患であることが判明し、雇用を継続できなかった。

精神障害者の場合と限らないが、受け入れる前に一緒に働く現場スタッフに意見を聞き、了解

を得られれば受け入れも可能だが、まずは本人の状態を見てから考えたい。

　　　ローズリー　田中社長

　　　　　危険が伴う仕事なので、体力面、精神面で安定していれば、受け入れ可能。以前精神障害者を

雇用したことがある。その方は現在入院中。また、精神障害者は一般的に体力が低下しており、

体力をつける、安定した作業が出来るように持続力をつけることが必要になる。

　　　スーパーストア金木店　米谷チーフ

　　　　　自分は経営者ではなく一従業員なので、会社が受け入れを決めれば会社の方針なので受け入れ

ていくしかないと思う。

　・働く際に免許、資格はあったほうがよいのか？

　・必要な免許、資格は？

　　　　ローズリー　田中社長

　　　　　　免許や資格は持っていればその資格・免許に合った仕事をしてもらう。なければ取ってもらう

こともある。

運転免許は持っていてほしい。会社が青森市郊外にあり、通勤に公共交通機関を利用するのは

難しいと思われるため、自家用車を持っている人だとなおよい。

考察：今回の３ケースの事例発表を聞き、障害者の雇用に取り組んでいる事業所では障害者をサポートするために多くの取り組みをしていることが分かった。対象者が何が出来るか、何が出来ないか、という能力を見極め、それによって対象者の仕事内容を決めたり、途中で変更している事業所もあった。その際に事業所と障害者の間に入って、両者を結び付ける役割としてジョブコーチが求められているのだと感じた。職場を訪問し、障害者の雇用について説明することがあるが、よく聞かれるのは、障害の程度や接し方、障害者雇用に関する制度のことである。その点について支援を行う側としてしっかり説明できるようにしていかなければならないと思う。

　　　シンポジウムの最後に司会の青森障害者職業センターの小林カウンセラーが、現在ジョブコーチ支援をしているのは３５社、４０名と話していた。私自身、４月からジョブコーチとして４名の障害者の支援を行っている。これまでは精神障害者と関わることがほとんどであったが、ジョブコーチ支援や就労支援を行うようになり、知的障害者、身体障害者と関わる機会が増えた。初めは戸惑うことも多く、一緒に支援を行うジョブコーチに相談、助言を受けることもあった。その後、８月に就業・生活支援センターの研修会に参加した際に、「障害種別による障害特性はあるかもしれないが、対応はあまり変わらない。個々の障害によって対応は違ってくるが、基本的な考え方は本人のニーズをきちんと把握し、それに沿って支援を行っていけばよい」という意見が出され、他のセンターの方からは逆に精神障害に関しての質問が出て、悩みがあるのは一緒なんだと少し肩の力が抜けたことを思い出した。

　　　今回の研修に参加して、事業主側はジョブコーチに何を求めているのか、また、ジョブコーチが支援に入ったことが有効であったのか、事業主と対象者の間をうまく取り持つことが出来たのかを自分なりに振り返ってみたい。










